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＜連絡事項＞
・特記なし。

＜入室状況＞
【転入】
・中居　啓悦様～北病棟307号室→東病棟Bユニット2号室

【ユニット移動】
・庭野　良広様～東病棟Bユニット2号室→東病棟Cユニット4号室
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＜患者様連絡事項＞
・野村　美智子様～血圧低値であるが指示のフロセミド0.5Aを実施するか確認している。フロセミドについては指示通り実施し、本日から点滴1本追加で3日分処方あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入や私物弄り繰り返し落ち着かない様子あり。早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。										
・袴田　将司様～時間隔離中。対面時妄想言動顕著だが不穏さは無し。ホールで書き物をして過ごされている。他患トラブル等なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。						
							
・藤井　崇史様～終日隔離中。訪室時多弁でまとまりのない話を話されており、気分高揚感持続している。都度対応しているがその後も断続的に大声聞かれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時気分高揚感目立っている。大声で特定スタッフの名前を呼んだりおむつ交換時スタッフを蹴ろうとするなど落ち着かない様子あり安静目的にて13：30不穏時薬RIS液2ml1P与薬する。その後も断続的に大声聞かれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～身体拘束中。対面時表情やや冴えないが口調は穏やか。拒食や危険行動等なく経過。拘束部位トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜措置入院患者様ケース検討　＞
・藤井　崇史様～対応すると多弁でまとまりのないことを話続けている。「炭酸リチウムを飲むと永遠の命がもらえる」等。スタッフには礼節は保たれているが気分高揚感は日中通して持続している。措置解除に向け関係各所と連携を図っていく。

・三浦　華菜様～対面時口調表情穏やか。日中通して希死的言動や危険行動なく静穏に過ごされている。措置解除に向け関係各所と連携を図っていく。

